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長野市議会は、12月定例会本会議で選択的夫婦別性制度の法制化につい
て、国に議論を求める意見書を全会一致で可決しました。同趣旨の意見書の
可決は上田市議会に続き、県内2例目になります。
意見書は、婚姻時に望まない改姓で「自己同一性を喪失し苦痛を感じる」「一

部公的書類で旧姓使用が認められ
ない」など問題が生じていると指摘。
近年の世論調査でも同制度導入に
賛成または容認の回答が66％上る
とし、法制化の積極な議論を求めた。
県内有志の団体「選択的夫婦別
性 陳情アクション信州」が国へ意
見書を求める請願書を市議会に提
出していました。公明党長野市議員
団も請願の採択に協力をさせて頂
きました。



12月定例議会の一般質問に立たせていただきま

した。今回は「小・中学校のプール、水泳授業の
在り方について」、「被災者の住宅支援につい
て」の２点について質問をさせていただきました。
主な質問の内容、答弁は以下のとおりです。
※コロナウイルス感染防止対策として、透明なア
クリル板の設置とマスクを着け質問をしています。

12月議会の個人質問

建設部長 入居希望者の実情に応じた、きめ細かい対応を行いたい。ま
た、不公平感が生じないよう十分に配慮して支援をしていきたい。
トレーラーハウスの払下げについては、撤去及び再設置が比較的容易で
あることから、住宅再建の一つの手法になると考える。現在、再設置に
あたっての敷地条件、費用などについて調査をしている。

勝山 学校プールの建設費、ランニングコスト、40年間の
ライフサイクルコスト、新しい水泳学習として公営屋内プー
ルや民間スイミングスクールを利用する場合にかかる費用を
伺う。また、学校プールでの水泳学習の課題と新しい水泳学
習のメリットデメリットを伺う

教育次長 建設費はおよそ1億５千万円。ランニングコストは
１校当たり年間およそ８３万円。４０年間のライフサイクルコ
ストは１校当たり２億1,700万円で、1年ではおよそ540万円。
新しい水泳学習（山王小学校の場合）の経費は年間265万円か
かった。学校プールの課題は、維持管理に係る教員の負担が大
きい、健康上のリスク高い。新しい水泳学習は健康リスクや教
員の負担が軽減される、専門性の高い指導が受けられるなどの
メリットがある。移動の時間がかかることがデメリット。

小・中学校のプール、水泳授業の在り方について

被災者の住宅支援について

勝山 災害公営住宅は希望者に不公平感が出ないよう確保をしていただ
きたい。また、仮設住宅として利用しているトレーラーハウスを希望す
る被災者へ払い下げるなどの住宅支援をしては如何か？

勝山 コスト、健康面、安全面、教員の負担軽減、学習効果など総合的にみると段階的かつ、
可能な限り学校プールを廃止し、新しい水泳学習に移行すべきと考えるが。

教育次長 全ての学校を機械的に移行するのではなく、プールの改築等を検討せざるを得
ない学校を中心に、全市的な視点から将来を見据えて検討する。

勝山 各学校、駐車場が狭い、児童センター・プラザが狭い、
遠いなど課題がある。プールの跡地利用については、そのよう
な課題解決も参考にしながら検討いただきたい。

教育次長 プール廃止の際は、学校との協議や庁内関係部局
と連携を図り、敷地の有効活用が図れるよう、丁寧に関係者
と検討したい。


